


近年、地球の温暖化やオゾン層の破壊などの環境問題に対する関心が

高まり、身近な問題である水質汚濁のような足元の環境問題に対しても

自分たちで解決していこうという取組みが広がっています。 

 川や海は、私たちにうるおいや安らぎ等たくさんの恵みを与えてくれ

ます。また、生活を営む上でも必要不可欠なものです。 

 川や海は、私たちにとってかけがえのない貴重な財産であり、私たち

には子孫に残していくため守っていかなければならない責務がありま

す。 

 しかし、その貴重な川や海を汚す大きな原因の一つは、私たちの日常

生活から出る生活排水です。 

 一度汚れた川や海をよみがえらせるためには、容易なことではありま

せん。しかし、“ちょっとした心がけや努力”でずいぶん改善すること

ができます。一人ひとりがきれいにしようと自覚し、さらに、みんなで

協力していかなければなりません。 

 いつまでもきれいな川や海でありつづけるために、生活排水への対策

にご協力くださるようお願いします。 



75%値5ヶ年平均（平成21～25年度）

 県では、公共用水域（河川・海域・湖沼）の水質状況を把握するため、毎月、水質の

測定を行っています。川や海の汚れの代表的な指標である BOD※または COD※で評価

した公共用水域の水質の現状は、下図のとおりです。 
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県内河川の汚れの割合(ＣＯＤ)（平成24年度発生負荷量）

 川や海に流れ込む水には、地表に降った雨水や、工場などからの排水、農業・

畜産などからの排水のほか、台所やお風呂、トイレなど、私たちの日常生活か

ら出される生活排水があります。 

 かつては、産業排水が川の汚れの主な原因でしたが、工場などに対する規制

が強化され、排水対策が進んだ今日では、生活排水が川の汚れの主な原因とな

っています。公共用下水道や浄化槽等の普及により川の水質は改善されていま

すが、地域によっては普及が遅れているところもあります。 
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（１）私たちが家庭でできること

浄化槽を設置又は公共下水道等
に接続しましょう！

単独処理浄化槽（し尿の

み処理）は、浄化槽へ付

け替えましょう。公共下

水道整備区域の場合は、

下水道に接続しましょ

う。
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 生活排水による川や海の汚れを減らすためには、公共用下水道や浄化槽等の生

活排水処理施設の整備が不可欠です。 

 県では、市街地や農村漁村地域を含めた県内全域について、生活排水処理施設

の整備を計画的、効率的に実施していくために、市町と協力して「佐賀県生活排

水処理施設整備構想」平成 23 年３月に策定し、施設整備の将来像を示すととも

に、整備目標を定め事業の推進を図っています。 

 その結果、近年は全国平均を上回るスピードで整備が進められていますが、平

成 25 年度末での汚水処理人口普及率は 78.8%となっており、全国平均 88.9%

に比べると、まだまだ低い状況です。 

 本整備構想の着実な推進を図るためには、県民、市町及び県が、各々の役割を

理解し、みんなで協力して取組むことが必要であり、こうした取組みにより川や

海の水質の改善に大きく貢献することができます。 
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